
特 集

地 球 と 物 性 研 究

1963 年度基研研究計画の一つ として , ｢成人学校｣が開催 され ること

となったO これは従来 の短期研究会とは若干塵 を異に し ,研究者 かその未知

の分野rJ)問題について勉強 しようとい う趣 旨のも(/)であるOそ'uDような ｢成

人学校｣ と して ,物性娼係では境界寓域 の問題 をとりあげ ,特に 63年 度に

は ｢地球｣の問題をとりあげることとした ｡

こUjような趣 旨OL)もとで ,12月 2- 40j3日間 ,基所において ,成人学

校 ｢地球と物睦物理｣かTr-Jq催 されたO参加者は講 師 7名プ)ほか ,約 50 名で

あったOここに掲載する特集 ｢地球と物性物理｣はこの学校で行われた講義

cJjノー トであるO

ノ- 卜r～ Vi‖ま,長岡が作成 したも0)に ,各講 師'JI,万に加筆訂正 していた

だいたも,Jjであるo Introduction は ,小野が初 日に行った Tntrodu-

ctory talk に ,最終 日に行われ た discussion の内容 をつけ加えて小

野か執筆 したoCommentは学校に参加 された清 水氏に特にお願い して執筆

していただいたもrJ)であるO

ご多忙申 ,学校で興味深い講 義をして くださった上 ,こ0)講義 ノー トの作

成にもご協力 してくださった 7名rJ)講師の方 々 ,な らびに学校に参加 されて

有意義な discussion, commentをして くださった清水氏をは じめ参加者

各位に ,世話人 として深い感謝の意 を表す る次第であるO

世話 人 小野 閏 (東大教養 )

碓井 恒丸 (基 研 )

長岡 洋介 (基 研 )
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Notations

各講 義で共通に用い られてい るnotationをまとめてお く｡但 し ,T(渇

痩 ),Cp (定圧比熱 )など普通に周い られ てい るも'vi)については省 略 したo

〟: deIISity

d- ;(-ST )p :voil-e expansion coefficient

･TfT- P (芝 ㍉ isother-ai inco-DreSSibiH ty

Ks- p (器 )S adiabaもic incompressibiiity

¢- Ks/p e王astic r13tio

㍗- 響 - 票 ヱ ‥Gr-drieisenJs cc-nstant

V-㍗ :ve旦ocity of comt)ressioilalwaves

Vs :velocity Ljf shearwaves

r : radiziidistance from theEarth/s cefitre.

Refere【lCeS

各講 義に商連 した referenceは ,各講 義(D末尾にあげてあ る. ここには ,

各講 義 に共通 した解鋭書 ,綜合報告 をあげ るO

現 代 uj自然観 2 ｢地球の構成 ｣ 坪井忠二編 (岩波書店 ,1961)

科学 vo132(1962), no 10 ｢高温高圧oj科学｣特集号

Solids under Pressure, ed. byW. PaulandD.M.Warshauer

(McGraw一日iH , 1963)
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